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緒 臼

活性炭の本邦に於ける需要先は年間約4千哩 で,その用途は頗る多岐に1JLT-.っている,J 然 もその用

途により製法性質 も自ら興っているのであるO 従来,廃材の利用,木炭の高度利)-r椅･;の鋸也から,

を対象 として行われて来たがl)清 性炭の賦活が 650cc以上, 900oC前後で行われるため,木炭の

graphite化の行程中の-･ff即皆と考えられ,最近ではブ制塗炭の電気拭抗を測 定することによ りそ の

晶質も云々することがflH.来 るとさえ云われるに至っているO

さきに開放炉賦活法による活性炭の電気抵抗が,lot-102∫ll/cmEcm--I)であることを認めたか束
に研究を進めたのでここに報告する次第であるC

実 験 の 郡

i) 試 料

a). ヒノキ (ChamaecyParisoblusaS･etZ･)･,-,'カマツ(Pinusden･siPoraS･etZ.).,ス

辛 (CrypiomeriajaponicaD.Don),クスノキ(Cinnamomum CamphoraSied.),ユーカリ

(EucalyptusgrobulusLabill.),キl)(Paulou)niatomentosaSteud.),カバ (Betula niko-

ensisKoiz･)･イナダ=F--(FraxinusmandshuriaRhr･)等を 立てて帯鋸で緊子亀きとした鋸屑,

及び ミソマタ(EdgeworlhiapapyriferaS･etZ･), の炭,亜びに リグニンを開放炉帖否決によ

り得たる活性炭を用いた｡〕

b･),, 直 販 i).巨性 歳

粉相大油性歳,武川,i)L=萄イ侶 ･'二, 守 .]里, 東京応化,~二日∵化学等の製品,

粒状活性炭,車京瓦斯,太半等しっ製品を用 _･工,



L帥 ･舘 ‥活性巌に聞す捕 健

ii) 実 験 装 置

粉状炭素の電気抵抗測定某掛 よ杉山,鼻歌 Davis,Brunner氏3)等/J).(,graphite,carbonblack
等について研究を行ったものがあるが,第 1図の如き装置をつくり測定 したc

A :面積 lcmeの電極,厚さ 1mm の録取を張るO併せて日射 沌 施 して容積の読みとりを

なす｡

B ‥面積 1cmCの電極,厚さ 1mm の銀板を張るo

C:活性炭

D :エボナイ ト円筒, 檀径 4cm

E:鉄円筒, 郵 室.7cm 高 さ 11･7cm

F:水堆器,

G :ガラス板, 償径 15cm の円板

測定方法は, WheatstoneBridge法による()
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iii) 実 験 結 果

ここで測 定 している電気抵抗は所

謂自由堆積状態の電気抵 抗 で あ る

が,開放炉肺 清漆による活性炭は,

lotfl/cmecm - 102f2･/cm2cm で

あった｡ (第1表参照)

比容は,長さ 30cm の訓 宴菅に

ゆるやかに入れその容積を測った,

これにより各々の粒子の接触状態を

第 2,''ことが出来 ると思 う, ミツマク

リダニンを除き他は略/々等 しいのを

認めた 〇

IJ)(}分は,クスノ引 去塩酸洗源を打

ったので特に少いが他の渇水洗源の

みのものはその量はさして興 らないo

この程疫の差では活性炭の吸着能 と扶分,比容等を関聯 - めて考えることは出来ないや うであ

る○

次いでヒノキを鮎 ､,蝉 澗 鹿 と電気舶r,:との関係を調べたO最高濁度 として 650cc･･ 750cc ･･
850oC.,950oC 及び,水のみの射 抽 つい行ったがその結果は第2表,第 2図に示す如 くであるO

第 2図は各ノ々賦活の際の温度上昇状態を示すo

こaj場合の電気抵抗に--)Llてほ,750oC 上850｡C との間に急 激の低下,/-)あるlVを離 比 〇即 ら･

電気抵抗の測定にJ二つて,朕清さ恒 こい招 ､否か柚 I- とか出/L帰 ,さ柏 か 現車ちにこ,.IL/J-品

･--267--
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Table1. PropertiesofActiveCharcoa】S

(PreparedbyBoricAcid→BoraxMethod)
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Fig.2 ActivationTemperattu.e

Table2.RelationofActivatiollTemperaturetOElectricalResistallCe.
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,̂…ô … FMethylene

･ I

至Temperaturei Yield ⊆Electrical

oC ≦ %

Chamaecypars
〝 2

〝 3

" .1

/(/ 5

･･･ tj

0

0

0

0

0

5

5

5

5

nU

6

7

8

9

‥b

0

0

6

5

8

2

7

6

8

3

2

1

1

1

fl/Cm eICm 了'⊥〉…]▲一肌】 BJuecc.1
1.0)( 10･5 .1
1

1.0 ンく 10r, F <5.0

1.0 ンく 102 , 6.5

Ash'%～Svrs331:iec･
---一一--MJr--旦 旦一
2.45E
2.75

4.73

1.75

1.26

1.0 〉く 10:王 t 6.0 3.91

4

1

9

1

9

3

3

2

3

2



圧伸 ･舘 :酒性根に皿する研兜

質判定上に実際用いられるか否かについて検討するため,市販清性炭の電気抵抗を測定 してみた｡

その結果は第3表に示す如き結果を得た｡

Table3. PropertiesofActiveCarbons.
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市販活性炭<･にあっては,武門,二村,太平の3者を除き, loo-101fl/cmecm の Order であ り,

比容,灰分は何れも開放炉斌清によって得たものより大であった｡

然 して前記 3着は 105∫】/cmCcm 以上であった｡これは寧ろ意外であった｡開放炉賦活法によれ

ば,滞蛙の上昇 と共に電気抵抗は減じ且つ, Fig･3 EffectofDepthonElectricalResistuce

吸着能は上昇するのを認めたが,市販品にあ 1m2/ocrm2rt

l

ってほ,吸着能の良いもの必ず しも,電気抵

抗が低いとは限らないのを認めた｡

次いでこれ等活性炭の うち,･特徴があると

考えられる,東京ガ7t(ボー′レミルにて粉砕

試料 とする),VLT画化学,東京応化,L--ノキ,

ユーカリ,カバ,キリ,ミツマタ,リグニン,

1鹿使用せる活性炭を,加熱再生せるものに

ついて,容積の変化 と電気抵抗の関係を調べ

てみたその結果は第 3図に示す如 くである｡

ミツマク, 1:-ノキ,ユーカリ,ほ急激に電

気抵抗を,増加する,東京ガスは,曲線が不

規則を示すかこれは造粒炭を粉砕試験に供 し

たものであってその,1朋,周 り等の混入のたL的L品
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木 材 耕 尭 軌 3号 (日蝕 ))

賢の不均小を表すのではないか と考えられる｡)

結
1･′ゝ
[7-岡

開放炉賦活漆による活性炭及び市販活性炭について,所謂自由堆積状態に於ける電気抵抗を測定

し,歌活により電気抵抗の減少を認めたが,市販活性炭については,必ず しも電気抵抗の低きもの

吸着能大な りとは云い難いのを認めた｡

更に容積の変化と電気抵抗の関係を測定 L,賦活の均一一･性,及び電気抵抗の特徴につい て 考 究 し

た｡然 しながらこれ等に関する理論的考察は次の機会に譲 りたいO

相 この研究費の--朝 は文部省自然研究助成金によった,ここに託 して席謝の音を表するo

R6sum6

Theelectrical resistanceofseveralkindsoftheactivecharcoalS,intheirfreelyheaped

states,wasmeasured.

Theelectrical resistancesoftheactivecharcoalswhich wereprepared in the tem-

peraturerangeof650oC.to950oC.were105tolotohm percm2cm.

Whentheywereheatedtotheactivation temperature(about800oC.),theelectrical

resistancesdecreasedrapidly,buttheydecreasedwith lessrapidity between 800cc.to
950cc.

Theasstlmptiontllattheelectricalresistanceandactivityoperateininverseproportion

mightnotbesaidtobewarranted･
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